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I. 台湾研究と「台湾史研究会」
1975年，京都大学大学院農学研究科農林経済学教室に台湾から研究生がやって来た。張
美嬢さんである。筆者はその頃すでに中国研究を始めていたが，今から考えると台湾につ
いては全く何も知らなかった。当時の日本の中国研究者の多くは，台湾を蒋介石の率いる
国民党が支配する反革命・反中国の地域であるとする見解が強く，筆者はその影響を強く受
けていたのか，中華民国と呼ぶことにさえ躊躇したことを記憶している。筆者は張さんか
ら台湾のことについての色々な話を伺い，多くのことを学んだ。 1976年春に張さんは帰国
し，帰国後筆者に台湾を一度訪問するように勧めてくれた。台湾へは多くの日本人観光客
が訪れていた割には，筆者の回りで台湾へ行った人はいなかった。中国大陸へは1972年に
訪問していたが，台湾へ行くチャンスはなかった。 1976年の夏休み前にまたまた故・天野元
之助先生からスタンフォード大学フーバー研究所のレイモン・H・マイヤース教授が来ら
れるので京都大学の図書館を案内して上げてくれと頼まれ，京都大学人文科学研究所東方
部のロビーで会う約束をした。その際に大阪市立大学の森田明教授を紹介された。その
時，筆者は訪台する予定であったのでその旨を森田教授に告げると，教授は筆者に台湾の
研究者を数人紹介して下さった。そして， その年の夏休みに初めて訪台した。台湾訪問
中，出会った多くの人達が非常に親切で，日本人である筆者に対して友好的であったのが
今でも印象に残っている。
この訪台は筆者に台湾研究に興味と関心を抱かせた。帰国後，森田教授と出会い台湾研
究への誘いを受け， 1977年に「台湾史研究会」の創設に参加した。以降，本格的に台湾研
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究を開始した。「台湾史研究会」では台湾総督府が調査した「台湾私法」を論読し，清代や
日本統時時代の台湾社会について研究することになり，当時京都大学に日本政府の受け入
れで台湾から留学していた大学院生にも台湾社会について色々と教えて戴いた。彼らとは
今も旧い友人として交流している。 1978年の春と夏に同学の江口信清・窪田弘の両氏と筆
者は訪台し，台湾農村の参観と台南県左鎮郷の実態調査を実施した。 1980年夏には中田睦
子・ニ宮一郎の両氏と南投県草屯鎮の実態調査を行った。その後， 1981年春， 1981年末～
1982年初， 1982年末~1983年初， 1983年夏と台湾で農村実態調査を実施し， 1985年に「台
湾漢人村落の社会経済構造」を上梓した汽
この間，「台湾史研究会」は会の活動を多くの研究者に知ってもらおうと会報を発行し
た。会報は「台湾研究会会報」として第4号までと，「台湾史研究」として第7号までを
発行してきた。「台湾史研究会」は台湾からの留学生を交え， 現在も研究会活動を続けて
おり，筆者に学問的刺激を与えてくれている。筆者は1984年~1985年に南京大学に留学す
る機会に恵まれ， 1984年12月と1985年7月の2回にわたり厘門大学台湾研究所を訪問し，
研究所のスタッフと研究交流を行った。そのこともあって1987年7月に厘門大学台湾研究
所主催の「鄭成功研究国際学術会議」が腹門大学で開かれることになり， 招待状が届い
た。そこで， 「台湾史研究会」の森田明・中田睦子・ニ宮一郎•松田吉郎氏らと筆者の 5
名は参加した2)。 この「国際学術会鏃」のイクスカーションは鼓浪嶼の参観だけでなく，
腹門半島にある人民解放軍管轄の山から向かいにある台湾側の小金門島を双眼鏡で覗くこ
とができ，福建省と台湾との距離の近さを改めて認識させられた。 1988年7月には香港の
珠海大学中国文学・歴史研究所学会主催の「羅香林教授逝世十周年紀念学術研討会」が開
催され，同じく招待された「台湾史研究会」の中田睦子・松田吉郎・小野泰氏らと筆者の
4名は参加し，研究報告を行った3)。 また1987年度のアジア研究所の「台湾の工業化」研
究に参加し，台湾研究を続けてきた丸
1) 「台湾史研究会」の簡史については， 拙稿「台湾農村社会研究との出会い」『台湾研
究会会報」第2号， 1984年と， 拙著「台湾漢人村落の社会経済構造」（関西大学出版
部， 1985年）の「あとがき」を参照されたい。
2) 「鄭成功研究国際学術会議」については，その研究成果が「鄭成功研究国際学術会議
論文集」 1989年としてまとめられ出版されているので，参照されたい。
3) 『台湾史研究』第7号， 1989年を参照にされたい。
4)その時の筆者の研究成果は， 「農業生産構造の変化と工業化ー工業化に果たした農業
の役割」谷浦孝雄編「台湾の工業化」アジア経済出版会， 1988年である。拙稿は中国
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一方，中国は対外開放政策を遂行する中で，門戸を徐々に拡大し始めた。そこで，筆者
は調査研究の重心を台湾農村から中国農村に移し，解放前から現在までの中国農村の変容
を実態調査するようになった5)。そのため訪台する機会がなくなり，台湾研究は机上の研
究となった。しかし，台湾社会・経済の動向にはできるだけ関心を持ち，台湾に関するテ
レビ・ニュースや新聞記事には注意を払い，雑誌論文は読むように努めてきた。また， 13 
本へ来ている台湾留学生とはよく雑談をし，彼らの意見に耳を傾けると同時に，彼らの背
最にある台湾認識から多くのことを学んだ。帰国した留学生からは，筆者の眼が中国の方
ばかり向いているという手紙や電話がしばしばあり，ぜひ近いうちに台湾に来てください
という誘いを受けていた。しかし，その機会がないままに過ごしてきてしまった。
そうこうしているうちに台湾では1989年12月2日に統一選挙が実施されるということに
なり，かなり前から雑誌等が選挙のことについて触れていた。選挙期間中は日本のジャー
ナリズムが東欧の変革に耳目を集中している真最中ではあったが，・各新聞は小さな紙面で
はあるが選挙運動について記事を掲載し， NHKテレビが台湾の選挙活動を放映をする
等，少し注意をすれば様々な台湾の情報に触れることができた。日本の研究者達も今回の
選挙で台湾がどこへ行くのか，非常に関心をもって見守っているといった論文等が眼に止
った。筆者もこの機会に台湾を訪問し，これまでのツケを全て取り戻そうと決意した。訪
台に当たり，①アジア NIEsとして急成長したこの間の台湾の社会経済変化をこの眼で確
かめること，R台湾経済に関する資料の入手や書籍の購入，③台湾の旧い友人との再会，
④台湾の多くの研究者との研究交流と台湾での研究動向を探ること，⑥台湾と中国の裏側
での交流の進展，そして⑥今回の選挙が台湾社会へ与えた影響や台湾の将来についての意
見の収集等を目的に掲げた。 12月6日から11日までのわずか5泊6日の日程で，我ながら
厚かましくもこれだけの目的を掲げたと驚くばかりである。それだけ長い間，台湾を訪問
しなかったということになるのかもしれない。実際訪問すると，長期間台湾を訪問してい
なかっただけに，その変化や違いに敏感に反応し，驚くことが多かった。
本稿は今回の訪台で受けた学問的刺激から，日頃筆者が台湾研究について考えているこ
と，すなわち台湾研究の現状と課題を述べてみたい。そして，筆者自身の台湾研究の新た
と台湾でそれぞれ翻訳されており， 台湾では李建章訳「盗濁農業生産的菱化典工業
化」「盗灘風物」第38巻第4期， 1988年と， 中国では毛麗英訳「台湾農業生産構造的
変化和工業化」「経済研究参考資料」第74期， 19889年が公刊されている。
5)中国における農村実態調査研究は，『中国農村の歴史と経済』 (1990年，関西大学出版
部）として出版する予定である。
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な登山口への第一歩にしたいと考える。
I. 台湾における研究条件の変化
本節では6年振りに訪れた台湾の変化，特に研究条件の変化について述べてみよう。
まず第1の変化は，台北市南港にある中央研究院には非常に立派な宿泊施設が新築され
ていたことである。国外からの研究者にとって宿泊施設は大きな問題となる。今回の訪台
ではできるだけ多くの研究者に出会って，研究上の刺激を受けようと考えていたので，中
央研究院をベースにすることにした。「台湾史研究会」の黄英哲氏より三民主義研究所の
張炎憲氏を紹介して戴き，張氏の世話で中央研究院内にある学術活動中心に宿泊した。学
術活動中心は6階建ての立派な宿泊施設であり，一階には食堂と喫茶室があり，三食はこ
こでとることができた。地階にはコイン・ランドリーがあり，長期間宿泊しても別に生活
に支障はない。室内の設備はホテルと変わらず，宿泊料は安かった。丁度，筆者の部屋の
斜め前には中央大学の姫田光義氏が滞在しておられ，近代史研究所で研究されていた。こ
の宿泊施設を見る限り，台湾で長期研究するのも悪くはないと思えた。
第2に，図書館の資料が自由に閲覧できたことである。まず三民主義研究所を訪問し，
図書館の閲覧室と書庫を見せて戴いた。これまでに民族学研究所図書館の書庫に入ったこ
とは何度かあったが，今から思えば目的の資料を探すためにじっくり図書館内を見ていな
かった。三民主義研究所閲覧室には台湾で発行された中文雑誌や外国から送られてきた英
文雑誌類が開架書棚に整理されており，その他に中国大陸の「人民日報」を初めとした各
種の新聞や各種の雑誌が自由に閲覧できるようになっていた。かつて中央研究院を訪問し
たときには大陸関係の新聞・雑誌は敵性の情報紙誌で閲覧できず，一部の研究者が利用す
る際にそれらの資料が収納されている本箱の鍵を開けて閲覧すると聞いたことがある。現
在では全く問題がないようであり，これは非常に大きな変化である。また，書庫には香港
経由で購入した大陸の書籍がかなり収納されていた。中には内部発行の書籍もあり，これ
ならば台湾の若手研究者が大陸研究を行うに当たっても，これまでほどの制約はないよう
に思えた。その後，台湾史田野研究室・近代史研究所・民族学研究所を訪問した。これら
の研究所でも大陸の新聞・雑誌は閲覧室に収められ，書架には大陸の書籍が数多く並んで
いた。資料に関する限り，台湾での大陸研究がかなり開放的になっている様子が窺えた。
第3に，研究者の研究条件や研究室の設備がよくなったことである。多くの研究所では
研究棟が新築されたり，増築中であり，若手の研究者にも研究室が与えられ，そこには台
湾製のパソコンや空調設備が備えられていた。かつて訪問したときの研究室は机と書棚以
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外は何もなかった。研究者は用事のあるときだけ研究室に顔を出し，研究所を訪問しても
中々会えず，まず自宅に電話して約束をとりつけなければならなかった。しかし，どの若
手研究者の研究室を覗いても，そこには書籍や資料が山と積まれ，本当に研究している雰
囲気が漂っていた。また，最近では研究所に2年~3年勤務すると在外研究に出ることが
できるようになり，若い研究者の多くは英語か日本語が堪能であった。
第4は若手研究者の研究に対する積極性である。既述したように今回出会った若手研究
者は語学が堪能で，研究交流に積極的であった。時間をかけて討論をすれば刺激に富んだ
鏃論になったであろうと思われた。また，本屋廻りをしていると，台湾関係の書籍が非常
に増えているのに驚いた。台湾での歴史研究の主流は中国史研究であり，台湾史は中国史
研究の一枝葉に過ぎなかった6)。かつて筆者が台湾農村をフィールド調査をした時，調査
地域の歴史資料を入手したく思っても，台湾史に関する出版物は多くはなかった。その中
で非常に役立ったのは省文献委員会や市・県文献委員会が発掘した豊富な資料であった
が7J, 台湾史研究は歴史研究の中心ではなく， 台湾は中国の一部であり， 国民党政権が
「中国唯一の正統政府」と主張する限りは無理なかったことかもしれない。しかし，最近
では自分達の育った台湾についてもっと認識を深める必要があると考えてか，積極的に台
湾史研究が行われるようになったようで，台湾関係の書籍が非常に多く出版されていた。
当初本屋で台湾関係の書籍を見付けると無節操に全て購入しようとしたが，余りにも多く
の書籍が出版されているので，関心のある書籍を選択して購入しなければならなかった。
そして，若い人の中には自分達の祖国が台湾であり，台湾をもっと認識する必要があると
いう傾向が強くなっていた。これは「中華民国の台湾化」あるいは「国民党の台湾化」や
「台湾独立」という政治的動きと密接に関連し，多くの若者に「台湾意識」（「台湾結」＝
台湾に対するアイデンテイティ）を植えつけた結果である8)。今回の選挙に多くの若い研
6)最近の台湾の中学・高校での歴史教育は蒋経国時代までをその対象としているようで
あるが，箪者がしばしば訪台していた頃の台湾の中学・高校での歴史教育は1911年の
辛亥革命で終わり，それ以降は教えていなかった。また，教えている歴史は台湾の歴
史ではなく，中国の歴史であった。
7)台湾文献委員会が発行した資料については，高賢治・劉燕偲編「台灘地謳文献會期刊
綿索引」 (1989年）があるので参照されたい。
8) 「台湾意識」については台湾において論争があり，次の文献を参考にされたい。陳其
南「土著化典内地化ー論清代台濶漢人社會的棧展模式」『中国海洋登展史論文集』1984
年。陳正醍「台湾における「中国意識」と「台湾意識」」『中国研究月報』第439号，
1984年。施敏輝「台潤意識論戦選集」 1985年．陳其南「憂瀾的停統中國社會」 1987年，
第4章「社會分類意識典土著化」， 松永正義「「中国意識」と「台湾意識」」若林正丈
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究者が参与したのも，「台湾意識」がそうさせたと思われる。この点も大きな変化である。
第5は，これまで地下にあった文化や政治が一挙に表に出てきたことである。第4の台
湾史研究の市民権獲得と同様，大陸との交易や通信・渡航，大陸情報の公開，「台湾独立」
や「台湾自決」を掲げる出版物や政治運動，雑誌の中のヌード写真やストリップ等の性風
俗，パチンコやマカオでの競馬・宝くじ等の博打は一応当局に禁止されているが，徐々に
市民権を獲得しつつあり，，実質的に表の舞台に登場している。中国の「上に政策があれ
ば，下に対策がある」といった言葉は，台湾社会にも存在している。しかも，現在では地
下世界はかなりオープンとなり，活力をもって庶民生活の隅々までに浸透している。この
こと自身は民間活力が旺盛であることの証明であり，外側の世界から見ると非常に生き生
きと躍動感さえ感じられる。しかし，民間での活力に満ちた行為は一部では無法化し，社
会秩序を乱しており，当局に取締りの口実を与えないかどうか苦慮される点でもある。
il. 台湾研究の現状
筆者が台湾研究を始めた頃， 日中間の国交はすでに回復していた。日本の中国研究者の
多くは台湾が「中国の固有の領土」であるとし，台湾を訪問したり台湾を研究することに
何か反中国，あるいは反革命であるかのように考える雰囲気がかつて非常に強かった。こ
れは中華人民共和国を中国の正統政府とし，台湾はその一領土であると認める立場から，
台湾研究をすることは「二つの中国」あるいは「一つの中国，一つの台湾」を認めること
につながると考えてのことであったと思われる。そのため，これらの研究者は台湾社会の
内実をほとんど知らず，台湾には彼らの言う人民がいないかのように，台湾人は全て反革
命ばかりかのようであった。戦前の日本帝国主義の歴史を批判するのであれば， 日本が50
年間の長きにわたり植民地として統治してきた台湾についてもっと認識する必要があり，
これを避けてはならないと考えるのであるが，残念ながら台湾研究を無視してきたのが日
本の学界の実情である。それゆえ， 日本では台湾社会を正確に理解することは比較的困難
であった。この点については台湾研究を怠った日本の中国研究者に大きな責任がある。台
湾が中国の一部であるとしても，中華人民共和国成立後の台湾を中国との比較においてで
も科学的に研究・分析しようとする度量は必要であった。
かつて中華民国が国連安保常任理事国であり，国際的に承認された国であった。それに
編著「台湾一転換期の政治と経済』 1987年，陳孔立「清代台潤社會骰展的模式問題一
評「土著化」和「内地化」的論争」『嘗代」第30期， 1988年，孔立「清代台濁移民社會
的特貼」「台灘史研究會論文集」 1988年，手章義「清代台灘移墾社會趨論」同上書。
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対して中国研究者が中華人民共和国を国際的に承認させ， 日中国交を回復しようとする運
動を行ったことは大きく評価されてしかるべきである。しかし一旦，中華人民共和国の承
認と中華民国の排除が行われると，全てが解決したかのように考え，台湾が中国に対応し
てきたと同種の「イヤガラセ」を行っても，何の矛盾をも感じない。これは研究者の思想
的堕落である。すなわち中国政府が台湾の国際的孤立化・排除を行い，台湾の武力解放を
匂わしていることに何ら問題を感ぜず叫 台湾にこれらの中国研究者が主張する人民がい
ないかのように対応してきた。筆者は日本の中国研究者の責任は大きく，彼らの「教条主
義的」研究姿勢に大きな問題があると考える。
この点は現在も基本的には変わっていない。 しかし， 最近では歴史研究者の中に台湾
の梢案資料を利用するために訪台し， 台湾の研究者との交流をも深めつつあるようであ
り10), この点は歓迎すべきことかもしれない。
台湾研究を始めた1970年代中頃， 日本における台湾研究の中心は，①アジア経済研究所
を中心とする光復後の台湾経済総合研究，R日本統治時代の日本帝国主義研究，⑧高山族
を中心とする人類学研究や民族学研究であり 11), 光復後の台湾社会についての研究，特に
9) 「読売新聞」 1990年1月28日に，李鵬首相が春節の演説で「台湾が独立するようなこ
とがあれば武力介入する」と述べた記事が掲載されている。
10)民国期の梢案や日本統治期の台湾総督府関係の資料の整理が進んでいる。張玉法「台
湾における中華民国史研究」「近きに在りて」第15号,1989年を参照されたい。台湾総
督府関係資料については「現蔵盗濶穂督府楠案穂目録」がある。これは明治28年から
昭和5年~10年までと臨時台湾土地調査局の資料全てを目録として整理している。そ
の他の文献や資料についても多くの目録が出版されている。一例を上げると，何國隆
編輯「中央研究院民族學研究所蔵書目録・壷溝研究資料」（中央研究院民族學研究所
専刊丙種之ー ）， 1987年。何國隆・陳美凰緬「中央研究院人文社会科學研究所・西文
期間聯合目録」 1988年。荘英章「台潤平捕族研究書目彙編」（中央研究院台溝史田野
研究室資料叢刊之ー）， 1988年。張炎憲編「台瀾漢人移民史研究書目」（中央研究院台
灘史田野研究室資料叢刊之二）， 1989年。張炎憲・李季樺・王静罪編「台湾史関係文
献書目 (1984-1988)」（台潤風物叢書2).1989年がある。また. 13本の中国関係書籍
を拶う書店では， 扱う書籍は全て中国大陸の書籍であったのが，最近では台湾関係の
書籍をも拶うようになったのは，単に商売上のことだけでなく，中国研究者の関心が
台湾の研究にも向き始めたためと思われる。
11)管見の及ぶ限りでは， 日本における「台湾」と名前の付く研究会は既述の「台湾史研
究会」以外に． 戴国輝・若林正丈氏らが主催する「台湾近現代史研究会」， 天理大学
文学部の研究者達が中心となる「台湾文学研究会」がある。「台湾近現代史研究会」
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台湾漢人村落の社会経済構造研究はほとんどなかった。ところが，アメリカ人の研究者は
中国大陸でのフィールド調査が不可能なことから，台湾漢人村落のフィールド調査を積極
的に実施し， 中国伝統社会の分析を行ってきた。彼らは中央研究院や台湾大学等に在籍
し，積極的に研究活動を行ってきた。また，若い研究者は台湾師範大学漢語中心等で中国
語をマスターし，台湾社会に深く入り込んでいた。それゆえ， 「教条主義的」な日本の中
国研究者と比較して，いわゆる「台湾問題」（「統独問題」，台湾が中国に統一されるのか，
独立するのか）について現実的認識は深かった。中国の対外開放が「竹のカーテン」をオ
ープンするやいなや， これらの研究者は中国へ調査研究に入り， 研究成果を上げつつあ
る。日本の研究者は台湾研究だけでなく，中国研究においても遅れをとっていると言わな
ければならない。
このような外国人研究者の台湾への対応の相違は，新進気鋭の若い台湾の研究者に日本
への関心を反らす結果となった。 50歳代後半以上の台湾人であれば日本語ができ，「親日
家」が非常に多い。ところが，かれらの師弟である若い研究者の多くは日本よりもアメリ
力に眼が向き，アメリカヘの留学を希望した。若い研究者は前述のアメリカ人研究者の台
湾研究から強い影響を受け， アメリカに留学して経済学や文化人類学・社会学の方法論
を学び，具体的に台湾の社会経済研究を始めた。これがアメリカ留学の積極的な理由であ
り，反対に日本の中国研究者の台湾に対する無視・無関心が日本への留学を希望させな
かったともいえる。日本へ留学しても学位の取得が困難であり，アメリカヘ留学すれば研
究指導が厳しく， Ph.Dの取得機会が多かったからである。学位を持って帰国するのとし
ないとでは，帰国後に研究所や大学でボストを獲得すること9に大きな影響を与え，またそ
こでの研究条件に大きな影響を与えた。学位の問題については早急に改めることが困難で
あるとしても，台湾の研究者と積極的に交流することは可能であり，そうすることによっ
て台湾の歴史や台湾社会・経済に対する理解を深めることは可能である。これにより私達
は機関誌「台湾近現代研究」を， 「台湾文学研究会」は機関誌「棗潤文學研究會會
報」を発行している。また，戦後の日本における台湾研究はアジア経済研究所から出
版されている「アジア経済」の特集号に，台湾研究の動向と著・ 論文目録が整理され
ているので参照されたい。『アジア経済』 (100号記念特集号， 日本におけるアジア，
アリフカ，ラテン・アメリカ研究）第10巻第6・7号， 1969年，『アジア経済J200号
記念として「発展途上国研究ー70年代日本における成果と課題」 1978年， 『アジア経
済」（通巻300号記念特集． 日本における発展途上地域研究1978~1985)第27巻第9 • 
10号， 1986年。
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自身が台湾の研究者を遠ざけ，台湾の「親日家」に肩身の狭い思いをさせてきたことに対
する方向転換は可能となる。台湾の研究所や大学を訪問すると，アメリカ留学組が主要ボ
ストに着いており，日本留学組は片隅においやられている。これは能力の結果もたらされ
たとすればいたしかたがないが，そうであるとしても，ァメリカ留学組が日本の研究者に
あまり関心を払わず，アメリカの方ばかり向いているのは残念でならない。この点を私達
はもっと直視する必要があるのではないだろうか。
N. 台湾研究の課題
1980年代後半から台湾における政治改革は急進展した。 1986年9月28日に民主進歩党
（民進党）が結成され， 1987年7月15日に戒厳令の解除， 1988年1月13日に蒋経国総統の
死去，同日に李登輝副総統が憲法の規定により総統に昇格，同年1月27日の国民党中央常
務委員会で李総統は党主席代行に推挙され， 7月8日の国民党第13回全国代表大会で正式
に党主席に選出された12)。そして， 12月2日の統ー選挙と，台湾の政治情勢は急展開を遂
げてきた。今回の統ー選挙においては，．「台湾独立」のスローガンが公然と叫ばれ， 民進
党内急進派・新潮流系の「台湾独立」を叫ぶ「新国家連線」は候補者32人のうち20人を当
選させ， 15人の立法委員候補者のうち8人を当選させ，大躍進を遂げた13)。
一方， 中国政府は今回の統ー選挙に大きな関心を寄せ， 「台湾独立」派に対する警戎を
怠らなかった。「人民日報」に「台湾独立」批判の記事を掲載し，「人民日報」海外版には
特集記事「台湾局勢座談會登言摘登」が組まれ，学者をはじめあらゆる層に台湾問題を語
らせた14)。中国が「台湾問題」の平和的解決だけではなく，台湾の武力解放を放棄してい
12)最近の台湾政治の動向については若林正丈氏の一連の労作が参考となる。前掲「台湾
一転換期の政治と経済』，『転形期の台湾ー「脱内戦化」の政治」 1989年を参照された
い。また，台湾の改革派からインクビューした戸張東夫「台湾の改革派」 1989年，雑
誌「東亜」に連載されている中川昌郎氏の．「台湾動向」分析をもあわせて参照された
ぃ。例えば，統一選挙期間中の1989年10月16日~12月10日までの「台湾の動向」とし
ては「民主化と経済発展の下の旧勢力」 No.271, 1990年がある。
13)今回の統ー選挙については，新聞や雑誌で大々的に拶っているが，ここでは次の雑誌
を紹介しておく。周刊「新新聞」（選民萬歳） 143, 1987年『民進』（慶祝民進黛大勝利
特刊） 147• 148, 1989年。『時報周刊」 615,1989年。「専題，台湾：空前大選戦」「九
十年代」 1989年12月号。
14) 「台湾島内“台独”声浪猶藪」「人民日報」 1989年11月813, 「強烈反対和譴責「台
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ない現状において，中国の動向は不気味である。マルタ会談で冷戦体制が崩壊し，国際環
境が中国の台湾への武力介入を許さないにしても，もしそのようなことが起こった場合，
日本政府は別にして日本の中国研究者は内政不干渉ということで，その行為を黙認するの
であろうか。過去の中国研究において中国で権力闘争が起きる毎に路線が大きく変化し，
それに合わせて中国研究者の節操のなさが明るみに出たが，再びこの過ちを繰り返すので
あろうか。
ところが，中国と台湾との建前上の政治的対立・緊張が続く一方，民間レベルにおける
海峡両岸の物・金・人の往来・交流は益々盛んになりつつある15)。まず，物資の往来を見
ると，かつて台湾海峡上で漁船同士が密輸を行い，台湾の商店には中国の漢方薬が並んで
いたり， 中国側の腹門等の沿海地の百貨店には台湾の電化製品や自転車が展示されてい
た。最近では「黒星印」の人民解放軍の銃器が台湾に密輸され，台湾の竹聯報等の暴力団
へ流れ，銃撃戦が行われたりして治安が悪化したと言われている。台湾への武器密輸は中
国側が台湾の治安を混乱させることを狙ったものであるとも言われている。
次に金の流れを見ると，解放前から華僑は故郷に送金をしたり，学校建設や道路建設等
の援助を行ってきた。解放後も文化大革命期の一時期を除いてこれは途絶えることなく続
いてきた。台湾の経済発展による余剰資金は東南アジアヘ各種の投資として流れ，中国の
路線転換後は香港を経由して中国の広東省や福建省の僑郷（華僑の故郷）へ流れるように
なった。特に， 1987年10月17日に台湾行政院内政部は中国大陸親族訪問（探親）の解禁を
発表し， 11月2日から親族訪問を目的とした大陸訪問を解禁した。中国への親族訪問は中
国への直接投資をも可能にし，現在では台湾資本による中台合営の郷鎮企業設立にまで至
9独」活動」同紙11月29日，「“民主政治”的反民主性」同紙11月30日。特集記事「台瀾
局勢座談會棧言摘登」は「人民日報」海外版1989年12月12日， 12月13日， 12月15日，
'12月16日， 12月18日， 12月19日， 12月20日， 12月21日に 8回にわたって連載された。
また， 12月11日には台湾選挙の総括「台瀾選挙結果蘊含新矛盾」の記事が掲載され，
12月22日には北京で台湾研究会主催の「一年来台灘形勢回顧典展望」座談会が開かれ
た。「台潤研究會在京召開座談會，討論台瀾形勢雙化和雨岸蘭係」同紙12月25日。
15)海峡両岸の交流は「人民日報」海外版を少しめくるだけで多くの記事に出会う。「台
瀾應放撚限制作更多突破」 1989年12月20日，「腹門成為台胞投資熱貼」 12月23日，「雨
岸縛口貿易摘有増長」 12月23日，「雨岸継貿趨勢展望」 1990年1月5日があり，「海峡
雨岸闊係進展良好J1990年1月5日には福建省が昨年接待した台湾同胞は延 20万人
で，大陸から台湾を訪問した人数は520余人であった。
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っている16)。
さらに人の往来を見ると，探親やそれを装った中国旅行は盛んになり，中国の鉄道の駅
や民航の切符売り場には「台胞」ないしは「台湾同胞」と書いた窓口が設けられ，台湾か
らの観光客やビジネスマンに便宜が計られるようになった。また，中国の「改革と開放」
は中国の伝統社会を復活させ，各地の寺廟は台湾をはじめとした華僑や華人の寄付によっ
て再建されている。台湾人が厚く信仰する娼祖（天上聖母）の祭祀も復活し，毎年農暦9
月9日の婿祖の生誕日には台湾の漁船が大挙してK馬祖の故郷である福建省蒲田県の酒洲島
にある娼祖廟へ参拝するということが行われるようになった17)。一方，台湾での経済発展
は労賃を高騰させ，労働力不足が生じ，中国から労働者を不法入国させ雇用するといった
ことも起こっている。中国人労働者は， 日本での外国人労働者と同様に3K (きつい・汚
い・危険な職場）に就業している。また，中国国内で人捜いにつれ去られた若い女性が台
湾へ売られ（大陸妹），売春させられるという事件も起きている。
このように海峡両岸の二つの政府間の政治的対立は実質的に崩壊し， 台湾の主張する
「三不政策」（接触せず，交渉せず， 妥協せず）も民間のレベルではその効力を失ってい
る。特に重視しなければならないことは，私達外国人の眼の届かないところで，あるいは
知らないところで，中台の交流が急速に進展していることである。この交流には建前と本
音を明確に区分し，イデオロギーに因われないで行動する中国人の共通の心性が存在して
いる。私達は中国と台湾の両側から中台の動向を政治だけではなく，経済的・社会的・文
化的視点から考察する必要がある。
筆者は福建省が外国人に開放された1981年の夏に腹門と泉州・福州とを訪れ，農村風景
や建築物・墓の形等が台湾のそれと同じであることに驚かされた。現在の台湾人の多くは
福建省からの移民であることを考えればこれは当然かもしれない。寺廟が再建され，長い
間迷信として禁止されてきた廟信仰が復活し，それが台湾におけるものと全く同じである
のを見て驚かされた。華北や東北等の都市や農村においては村廟や廟信仰が復活していな
いのにもかかわらず，ここ福建省では紙銭や線香だけでなく，土地公や親音像が売られ，
大きな亀の甲の形をした墓が造られていた。中央の政策を見ているだけでは中国の実際の
16) 「朝日新聞」 1989年12月24日は香港通信社の報道として， 台湾企業の対中投資は 430
社となり，契約ベースで投資金額が6億ドルに達したとの記事を掲載した。
17) 「人間」（＜娠祖鱚特集＞之ー）第3巻第2期， 1987年12月号には， 台湾人が中国大
陸に渡り，姻祖の祭祀に参加している様子が拶われている。
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動きは理解できず， 中国における地域的格差の大きさを実感した。その後も， 1984年・
1985年・ 1987年 ・1988年春と夏・ 1989年と計7回にわたり福建省を訪問し，農村調査を実
施した。特に，最近は中部台湾の八堡訓を開発した施氏一族の故郷である福建省晋江県龍
湖郷荷口村の調査を行っている18)。最初に訪問した1981年と比較すると，この地方の伝統
文化の復活は著しく，中台の交流は加速度的に進展しており，経済的・社会的・歴史的・
文化的視点に立った中台交流の総合研究を中国側からと台湾側から同時に進展させる必要
性を痛感している。
ところで， 世界の市場として日本やアジア NIEsの製品を呑み込んできたアメリカは
財政赤字と貿易赤字の「双子の赤字」に苦しみ，最近その役割を小さくしており，世界経
済の中心は徐々にアジア太平洋経済圏へ移動している 19)。アジア太平洋経済圏には台湾・
香港・シンガボールや東南アジアに華僑や華人の中国系ネットワークが存在し，彼らは活
発に経済活動を行っている20)。そして，中国の「改革と開放」以後，彼らの経済的・社会
的・文化的ネットワークは中国南部の沿海地域をも包摂しつつある。これらの地城経済圏
の発展は中国南部の沿海地域と台湾との海峡両岸の政治的対立を無視して民間レベルの交
流を益々進展させ，加速度的に両者の経済的・文化的結びつきを強化している。知らぬの
は頭の固い日本の中国研究者だけであり，中国研究あるいは台湾研究にとっての「統独問
題」は大きく変化しつつある。私達は大きく眼を見開いて，この現実を注視する必要があ
る。 (1990年1月31日脱稿）
18)石田浩・中田睦子「中国における同族組織の展開とその実態」『アジア経済」第30巻
第4号， 1989年と， 同「中国における同族組織の分節形成と祖庁について」「アジア
研究」第36巻第1号， 1989年を参照されたい。
19)渡辺利夫氏はアジア太平洋経済圏を西太平洋経済園として，その重要性を主張されて
いる。『西太平洋の時代」 1989年， 「日・米・アジア NIES三極の世界像」「東亜」
No. 271, 1990年を参照されたい。
20)深昭彦「NICSー 工業化アジアを読む」 1988年， 同「『NIES」時代の東アジア経済
圏」「世男」 1988年12月号，同「アジア NIESの膨張と「東アジア経済圏」の生成」
（上）「世界経済評論」 1989年4月号， 滸仲勲「華僑ーネットワークする経済民族」
1990年を参照されたい。
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